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成人気管支喘息に対 し臍帯 埋没療法 （UCI ）を行 っ た 治 療成績 の 遠隔成 績 を報 告す る 。

1988 年 1 月迄 に UCI を 2 回 以 上 行 っ た成人気 管支喘息，男 163 名 ， 女 168 名計

331 名で ある。
348 名の 患者に対 し回 答をお願い し， 回答率 95 ％で あ っ た 。 UCI

の 平均回数は 1人当 り 4．6 回 。 以 前は冷凍臍 帯を使用 し たが 1984 年 4 月か らは分娩直

後 の臍帯 を，
＋ 4 ℃ の ハ ソ ク ス 液中に 保存 し，分娩後 15 日以内に埋 没 して い る 。

治療効果の 評価は ，治療後少な くとも10ケ 月以 上 た っ た 時点で ，日本ア レ ル ギ ー学会成人

気管支喘息重症度判定基準に従い ，治療前 1年間の 重症度 と比較 して ， 2 段階以上改善 し

た もの を著効 ， 1 段階改善 した もの を有効 ，無効 に は 不 変 ， 悪化 以上 を含む 。 無効 64 例

中 ， 悪化 3 例 ， 死亡 6 例 を含むが
， 悪化 ， 死亡は UCI とは全 く関係ない 。   気管支喘息

の 病型 とUCI の 治療効果 。 混合型 をア レ ル ギ ー型 と
一

緒 に し， 40 乃至 50 数種の ス ク

ラ ッ ヂ テ ス トをや り，更に抗体反応に よ っ て も抗原 を見出 し えない もの を非 ア レ ル ギ ー型

とした 。 之 らの 区分 を IgE （RIST ）300 単位以上 と以下に分け検討 した 。 331 例

の 有効率 80，7 ％ 。   重 症度 とUCI の 効果 。 331 例 中 ， 中等症が 242 例 （73 ．1 ％ ） と

最 も多 く治療 されて お り
， 多 くが従来 の 薬物療法 で 治 療され て い る事を考え ると有効 な治

療法で あ る と言 える 。 中等症 ， 軽症の症例を検討する と ，
ア レ ル ギ ー型に比べ 非 ア レ ル ギ

ー型が
， 有効率低い 傾向にあ る。   喘息発症か らUCI 実施迄 どの 位 ， 期間 があ っ た か を

検討す ると 331 例中 195 例 （58 ．9 ％ ）が 10 ，8 年 以上 の 喘 息 歴 を も っ て い た。

  UCI 施行後の 効果持続。 325 例の 症例の 最終の UCI 後の 効果 を追跡 して み る と，

有効 3 年 以上 5 年 ま で 78 例 （28 ％ ），
1 年以 上 3 年迄 （平均 2．6 年 ）162 例 （50

％ ）合計 78 ％有効 。
ス ラ イ ドに よ っ て

，
IgE （RIST ）とCD4 ／CD8 比 20 例

を表示する 。 　　　　　　　結語 。 UCI は ア レ ル ギ ー型喘息 ， 非 ア レ ル ギ ー型 の いずれ

に も効果があ り
， 効果は 持続的で あ っ た。 多 くの症例が 長期の 薬物療 法 を経 験 し て か ら

UCI をうけて 居 り
， 中等症が主体 で あ っ た。 し た が っ て 難治 性喘息に試 み る価値が あ る

と考 える。 既に述べ た よ うに，UCI が非 ア レ ル ギ ー型気管支喘息に も効果を発揮する こ

とか ら，非免疫学的機序に よる効果も当然考慮しなければ な らない 。
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